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。
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更
新

『
古
事
記
』
と
そ
の
注
釈
書
『
古
事
記
伝
』

『
古
事
記
』
の
国
語
研
究
は
、
江
戸
の
国
学
か
ら
現
代
の
国
語
学
に
お
い
て
、

そ
の
研
究
は
進
捗
を
遂
げ
て
き
た
。
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』

が
後
世
の
国

*0

語
研
究
に
及
ぼ
し
た
研
究
内
容
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

「
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
」
に
気
づ
き
、
弟
子
の
石
塚
龍
麻
呂
が
こ
れ
を
明
確
に

し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
明
治
時
代
、
国
語
学
者
橋
本
進
吉
が
甲
乙
の
特
殊
仮
名

遣
い
を
位
置
づ
け
て
き
た
。

そ
の
後
、
こ
の
『
古
事
記
』
を
訓
む
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
く
。
山
口
佳
紀

や
ま
ぐ
ち
よ
し
の
り

氏
は
、
『
古
事
記
』
の
文
体
を
「
漢
式
和
文
」

と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
さ
れ
た
。

*1

ま
た
、
「
『
古
事
記
』
の
書
記
様
式
と
補
読
」
と
云
う
論
文
の
な
か
で
、
自
立
語

の
補
読
と
し
て
、
名
詞
「
コ
ト
」（
そ
し
て
、
他
の
物
・
人
・
時
・
所
・
地
・
処

も
の

ひ
と

と
き

と
こ
ろ

と
こ
ろ

と
こ
ろ

は
顕
在
表
記
字
）
を
挙
げ
る
。
動
詞
で
は
「
ア
リ
・
ス
・
イ
フ
」
（
成
・
思
の
補

読
は
見
え
な
い
）
を
補
読
す
る
。

和
語
の
助
動
詞
を
補
読
す
る
必
要
の
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
語
に
、

ム
・
ラ
ム
・
マ
シ
・
キ
・
ツ
・
ヌ
・
リ
・
タ
リ
・
ナ
リ
・
ス

を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
訓
字
表
記
と
し
て
、
小
林
芳
規
博
士
の
指
摘
す
る
「
ヌ
」

と
「
ツ
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
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「
去
」
字
に
つ
い
て

「
在
」
字
に
つ
い
て

「
伎
」
「
都
」
「
良
志
」
「
祁
理
」
「
那
理
」
な
ど
読
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
さ
れ
、
「
『
古
事
記
』
の
書
記
法
は
、
自
立
語
に
関
し
て
は
、
読
者
の
補
読
に

頼
る
こ
と
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
、
で
き
る
だ
け
訓
字
で
表
記
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
可
読
性
（
よ
み
や
す
さ
）
を
高
め
て
い
る
」
と
指
摘

す
る
。

○
故
、
為
レ

如
レ

教
レ

者
、
我
身
悉
傷
。〔
上
・
三
〇
九
〕

．

宣
長
は
、
「
我
が
身

悉

に
傷
は
え
つ
」
と
訓
読
す
る
が
、
原
文
に
受
け
身
を

あ

み

こ
と
ご
と

そ
こ
な

表
す
文
字
が
未
記
載
な
の
で
再
考
を
要
す
る
と
し
て
、「
傷
ヤ
フ
ル
［
平
平
濁
上
］」

〔
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』〕
な
ど
か
ら
「
傷
れ
ぬ
」
が
適
切
で
あ
る
と
指
摘

や
ぶ

す
る
。
実
際
、
『
名
義
抄
』
の
和
訓
と
し
て
、
「
イ
タ
ム
」
「
ヤ
ブ
ル
」
「
ソ
コ
ナ

フ
」
「
キ
ズ
ツ
ク
」
「
オ
モ
フ
」「
ニ
ク
ム
」
「
キ
ス
」
「
ヒ
ハ
ル
」「
マ
ト
フ
」
「
ヲ

ホ

シ
ム
」
「
マ
レ
カ
」
の
十
一
訓
を
収
載
し
、
宣
長
の
訓
も
見
え
て
い
る
。

○
尓
、
其
嬢
子
、
常
設
二

種
々
之
珍
味
一

、
恒
食
二

其
夫
一

。

い
つ
も
い
つ
も
そ
の
ひ
こ
ぢ
に
食
め
き

〔
宣
長
の
訓
読
〕

す
す

つ
ね
に
そ
の
ひ
こ
ぢ
に
食
は
し
め
き

〔
倉
野
憲
司
〕

く

つ
ね
に
そ
の
夫
に
食
ま
し
き

〔
思
想
大
系
〕

を

は

つ
ね
に
そ
の
夫
を
食
ひ
き

〔
山
口
佳
紀
〕

を

や
し
な

を
最
後
に
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
、
古
辞
書
『
名
義
抄
』
の
和
訓
と
し
て
は
、

「
ハ
ム
」
「
ク
フ
」
「
モ
ノ
ク
フ
」
「
ケ
」
「
モ
チ
井
ル
」
「
ヤ
シ
ナ
フ
」
「
イ
ツ
ハ

ル
」「
ク
ラ
フ
」
の
七
訓
が
収
載
さ
れ
、
宣
長
が
用
い
た
「
ス
ス
ム
」
の
訓
は
こ
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こ
に
は
見
え
て
い
な
い
。

小
林
芳
規
博
士
「
上
代
に
お
け
る
書
記
用
漢
字
の
訓
の
体
系
」
〔
国
語
と
国
文

学
昭
和
四
五
年
一
〇
月
号
記
載
〕
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
「
以
為
」。

『
古
事
記
』
の
訓
注
に
つ
い
て
―
「
風
木
津
別
之
忍
男
神
」
の
訓
み
―

○
風
木
津
別
之
忍
男
神

訓
風
云
加
耶

訓

木

以

音

亀
井

孝
『
古
事
記
は
読
め
る
か
』
〔
『
古
事
記
大
成
』
３
（
言
語
文
字
篇
）
、

平
凡
社
、
一
九
五
七
年
刊
〕
に
、

「
訓
木
以
音
」
を
《
木
ノ
意
味
ニ
ハ
音
ガ
用
ヰ
テ
ア
ル
》
な
ど
の
意
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
無
意
味
な
こ
と
は
、
言
ふ
を
ま
た
な
い
。
そ
れ
は
、「
（
カ

―
ザ
―
）
木
（
―
ツ
―
ワ
―
ケ
）
」
を
「
（
カ
―
ザ
―
）
モ
（
―
ツ
―
ワ
―

．

．

ケ
）」
と
よ
む
べ
き
こ
と
を
注
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
小
松
英
雄
氏
は
、『
国
語
史
學
基
礎
論
』
第
３
章
訓
注
の
機
能
に
つ
い

て
の
考
察
で
、「
訓
木
以
音
」
の
「
以
音
」
は
、
文
字
訓
を
指
示
す
る
注
記
で
は

な
く
、
「
音
＝
オ
ン
」
で
こ
の
文
字
を
読
め
と
い
っ
た
指
示
注
記
と
見
る
も
の
で

あ
る
。
と
し
て
、
「
「
木
」
字
を
「
モ
」
の
か
な
と
し
て
こ
ち
い
る
こ
と
は
、
『
万

葉
集
』
に
そ
の
例
を
ひ
と
つ
だ
け
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
〔
笠
間
書
院
刊
二

二
六
頁
〕
と
さ
れ
、
次
の
用
例
を
掲
載
す
る
。

水
傳

礒
乃
浦
廻
乃

石<

上>

乍
自

木
丘
開
道
乎

又
将
見
鴨

〔
卷

モ

ク

サ
ク

ミ
チ

ヲ

二
・
一
八
五
〕

こ
の
「
木
丘
」
は
、〈
密
生
し
て
い
る
〉
意
の
形
容
詞
「
モ
シ
」
の
連
用
形
で
、

モ

ク

こ
の
歌
の
場
合
に
は
意
味
を
十
分
に
意
識
し
て
技
巧
的
な
用
字
法
と
見
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
の
で
、
『
古
事
記
』
の
「
神
名
」
の
表
記
を
論
じ
る
と
き
に
、
そ
の

類
例
と
し
が
た
い
と
す
る
。

※
神
野
志
隆
光
「
『
古
事
記
』
分
注
論
」〔
『
日
本
文
学
』
一
九
八
〇
年
四
月
〕

注
記
が
加
え
ら
れ
た
目
的
と
、
そ
れ
ら
が
実
際
に
果
た
し
て
い
る
機
能
と
に
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つ
い
て
「
計
数
注
」
「
氏
祖
注
」「
崩
御
干
子
注
」「
説
明
注
」
の
四
つ
に
区
分
け

み
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
古
事
記
伝
（
こ
じ
き
で
ん
）
」

巻

1,2

本
居
宣
長
自
筆
稿
本

〔
天
明

5-8(1785-88)

〕

冊

27.4

×18.9cm

2

『
古
事
記
』
の
注
釈
書
。
著
者
本
居
宣
長(

一
七
三
〇-

一
八
〇
一)

は
、
江
戸

時
代
中
期
の
国
学
者
。
伊
勢
松
坂
の
人
、
鈴
屋
と
号
し
た
。
宝
暦

年(

一
七
六

13

三)

歳
の
時
に
賀
茂
真
淵
に
入
門
。
『
古
事
記
』
注
釈
研
究
に
志
し
、

数
年

34

30

か
け
て
完
成
し
た
の
が
『
古
事
記
伝
』
全

巻

冊
で
あ
る
。
宣
長
自
筆
の
稿

44

44

本
は
草
稿
〈
初
稿
〉
本
、
巻
〈

版
本
巻

〉-

の

巻

冊
、
再
稿
本
全

17

18

44

27

22

44

巻

冊
が
本
居
宣
長
記
念
館
と
天
理
図
書
館
に
現
存
す
る
。
当
館
が
所
蔵
す
る

44
の
は
巻
１
〈
総
論
〉
、
巻
２
〈
『
古
事
記
』
序
文
の
注
釈
、
神
統
・
皇
統
の
系
譜
〉

の
最
終
稿
本
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
長
自
筆
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
異
筆
と
見
ら
れ
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る
部
分
も
あ
り
今
後
の
精
査
が
待
た
れ
る
。
随
所
に
施
さ
れ
た
付
箋
や
朱
な
ど

に
よ
る
加
筆
訂
正
か
ら
は
宣
長
の
推
敲
の
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。『
古
事
記

伝
』
成
立
の
過
程
を
知
る
た
め
の
重
要
な
資
料
。「
須
受
能
屋
蔵
書
」
の
印
記
。

W
A

18-9

こ
の
名
古
屋
眞
福
寺
本
『
古
事
記
』
は
、
賢
瑜
筆
『
古
事
記
』
と
し
て
知
ら

れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
本
最
古
の
写
本
資
料
を
云
う
。

《

参
照
》

『
古
事
記
伝
』
へ
の
道

HP

歴
史
の
文
字

記
載
・
活
字
・
活
版


